
担

当

課

（

室

）

 

目
　

　

　

次

 

発

行
　

岡

山

県

 

◯
　

公

共

測

量

の

終

了

〃 

◯
　

〃

〃 

目
　

　

　

次

担

当

課

（

室

）

◯
　

〃

〃

 

◯
　

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

【

告
　

　

　

示

】 

 

◯
　

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

指

導

監

査

課

 

◯
　

土

地

改

良

事

業

の

施

行

認

可

耕

地

課 

◯
　

収

用

及

び

使

用

の

手

続

開

始

の

申

立

て

監

理

課

 

【

公
　

　

　

告

】
 

 

◯
　

随

意

契

約

の

相

手

方

の

決

定

危

機

管

理

課

 

◯
　

国

土

調

査

の

成

果

の

認

証

中

山

間

・

地

域

振

興

 

課

 

◯
　

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

 

◯
　

〃

〃 

◯
　

〃

〃 

◯
　

〃

〃 

◯
　

〃

〃 

◯
　

〃

〃 

◯
　

〃

〃 

◯
　

〃

〃 

◯
　

〃

〃 

◯
　

〃

〃 

◯
　

〃

〃 

◯
　

〃

〃 

◯
　

〃

〃

◯
　

〃

〃

岡

山

県

公

報

 　　令和８年１０月２３日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１２８４７号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
三
十
五
号 

介
護
保
険
法
□
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
□
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
サ
□
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
□
た
□ 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

 
 

デ
イ
サ
□
ビ
ス 

ミ
・
カ
サ 

２ 

所
在
地 

津
山
市
北
町
四
四―
一 

二 

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

１ 

名
称 

社
会
福
祉
法
人
江
原
恵
明
会 

２ 

所
在
地 

津
山
市
津
山
口
三
〇
六
番
地 

三 

廃
止
の
届
出
を
受
理
し
た
年
月
日 

令
和
八
年
十
月
十
九
日 

 
 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

 
 

三
三
七
〇
三
〇
二
〇
八
九 

五 

サ
□
ビ
ス
の
種
類 

通
所
介
護 

 
 

 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
三
十
六
号 

 

土
地
改
良
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
□
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
新
規

土
地
改
良
事
業
の
施
行
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

土
地
改
良
事
業
を
行
う
者
の
名
称 

 
 

足
守
土
地
改
良
区 

二 

地
区
名
及
び
工
種 

 
 

 

地
区
名 

 
 

 

工 
 

種 

 
 

 

窪
田
樋
門 

 
 

 

非
補
助
土
地
改
良
事
業
□
か
ん
が
い
排
水
□ 

 
 

 

余
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〃 
 

 
 

 
 

 
 

 

三 

認
可
年
月
日 

 
 

令
和
八
年
十
月
六
日 

 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
三
十
七
号 

 

土
地
収
用
法
□
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
□
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お
り

収
用
及
び
使
用
の
手
続
開
始
の
申
立
て
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

起
業
者
の
名
称 

国
土
交
通
大
臣 

二 

事
業
の
種
類 

一
般
国
道
五
十
三
号
改
築
工
事
□
津
山
南
道
路
□
及
び
こ
れ
に
伴
う
附
帯
工
事
並
び
に
市
道
付

替
工
事 

三 

収
用
の
手
続
が
開
始
さ
れ
る
土
地 

 
 

 
 

岡
山
県
津
山
市
福
田
字
西
ケ
谷
□
字
坊
主
山
□
字
塚
ノ
下
□
字
菖
蒲
﨏
□
字
薬
師
ノ
曽
根
□
字
西

平
□
字
堂
ノ
祢
□
字
マ
ヘ
□
字
坂
口
□
字
寺
田
尻
□
字
寺
田
□
字
ウ
ノ
メ
□
字
ウ
ノ
メ
坂
□
字
鍛
治

屋
敷
□
字
新
入
寺
□
字
曽
祢
田
□
字
渡
り
上
り
□
字
大
渡
リ
川
端
□
字
久
保
通
□
字
久
保
通
リ
□
字

大
道
端
□
字
土
居
□
字
正
田
□
字
岩
崎
□
字
湯
淵
□
字
丸
山
□
字
薬
師
ノ
マ
ヘ
□
字
供
養
ノ
前
□
字

供
養
ノ
マ
ヘ
□
字
大
根
畑
□
字
桶
渡
シ
□
字
中
宮
及
び
字
河
淵
地
内 

四 

使
用
の
手
続
が
開
始
さ
れ
る
土
地 

岡
山
県
津
山
市
福
田
字
西
ケ
谷
□
字
坊
主
山
□
字
塚
ノ
下
□
字
菖
蒲
﨏
□
字
薬
師
ノ
曽
根
□
字
西

平
□
字
坂
口
□
字
寺
田
尻
□
字
ウ
ノ
メ
□
字
ウ
ノ
メ
坂
□
字
鍛
治
屋
敷
□
字
新
入
寺
□
字
曽
祢
田
□

字
渡
り
上
り
□
字
大
渡
リ
川
端
□
字
久
保
通
□
字
久
保
通
リ
□
字
正
田
□
字
岩
崎
□
字
丸
山
□
字
供

養
ノ
マ
ヘ
□
字
大
根
畑
□
字
桶
渡
シ
□
字
中
宮
及
び
字
河
淵
地
内 

五 

手
続
が
開
始
さ
れ
る
土
地
を
表
示
す
る
図
面
の
縦
覧
場
所 

津
山
市
役
所 

 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
四
八
七
□
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
□
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
□
以
下
□
政
令
□
と
い
う
□
□
に
基
づ
き
□
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
□
次
の
と

お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

特
定
役
務
の
名
称 

 
 

中
国
五
県
共
同
利
用
型
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
環
境
整
備
及
び
個
別
機
能
開
発
業
務 

二 

契
約
期
間 

 
 

令
和
八
年
八
月
十
七
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

岡
山
県
危
機
管
理
課 

 
 

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

四 

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日 

 
 

令
和
八
年
八
月
十
七
日 

五 

契
約
の
相
手
方
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

日
本
ア
イ
・
ビ
□
・
エ
ム
株
式
会
社 

 
 

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
六
番
一
号 

六 

契
約
金
額 

六
一
□
七
〇
八
□
九
〇
〇
円
□
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
五
□
六
〇
九
□
九
〇
〇
円
□ 

七 

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
□
契
約
方
法
□ 

 
 

随
意
契
約 

八 

随
意
契
約
の
理
由 

 
 

政
令
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
た
め 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
四
八
八
□
国
土
調
査
法
□
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
□
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□

次
の
と
お
り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

新

見

市 

調
査
を
行
□

た
者
の
名
称 

令
和
六
年
六
月 

 
 

 
 

□ 

令
和
八
年
三
月 

調
査
を
行
□
た
期
間 

新
見
市
の
地

籍
図
及
び
地

籍
簿 

成
果
の
名
称 

大
佐
田
治
部

の
一
部 

調
査
を
行
□

た 

地 

域 

令
和
八
年
十
月
十
五
日 

認 

証 

年 

月 

日 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
四
八
九
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

勝
田
郡
勝
央
町
小
矢

田
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
用
地
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
八
年
九
月
十
四
日
か
ら
同

年
十
二
月
二
十
五
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
四
九
〇
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
倉
敷
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
□
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

倉
敷
市
玉
島
勇
崎
地

内 測

量

区

域 

公
共
測
量
□
基
準
点
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
八
年
九
月
十
四
日
か
ら
同

年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
四
九
一
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
備
中
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

笠
岡
市
笠
岡
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
基
準
点
測
量
□
現
地
測

量
及
び
路
線
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
八
年
九
月
十
六
日
か
ら
同

年
十
一
月
二
十
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
四
九
二
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

真
庭
市
杉
山
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
基
準
点
測
量
及
び
路
線

測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
八
年
九
月
二
十
八
日
か
ら

同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
四
九
三
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
備
中
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

浅
口
市
金
光
町
大
谷

地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
路
線
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
八
年
九
月
十
六
日
か
ら
同

月
三
十
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
四
九
四
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

美
作
市
楢
原
下
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
基
準
点
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
八
年
九
月
三
日
か
ら
同
年

十
二
月
二
十
五
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
四
九
五
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
備
中
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

新
見
市
西
方
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
用
地
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
か
ら

同
年
十
二
月
二
十
五
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
四
九
六
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

勝
田
郡
勝
央
町
美
野

地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
基
準
点
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
八
年
十
月
五
日
か
ら
同
年

十
一
月
三
十
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
四
九
七
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

美
作
市
右
手
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
三
級
基
準
点
測
量
及
び

四
級
基
準
点
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
八
年
十
月
七
日
か
ら
同
年

十
一
月
三
十
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
四
九
八
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
備
中
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

浅
口
市
金
光
町
八
重

地
内
及
び
同
市
金
光

町
占
見
新
田
市
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
基
準
点
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日
か
ら

令
和
九
年
一
月
二
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
四
九
九
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
岡
山
河
川
事
務
所
長
か
ら
次
の
と

お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
□
た
□ 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

岡
山
市
北
区
建
部
町

地
内
□
久
米
郡
美
咲

町
栃
原
地
内
□
同
町

原
地
内
□
同
町
江
与

見
地
内
□
同
町
西
川

地
内
□
同
町
里
地
内
□

加
賀
郡
吉
備
中
央
町

小
森
地
内
及
び
真
庭

市
旦
土
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
数
値
図
化
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
八
年
九
月
十
六
日
か
ら
同

年
十
二
月
二
十
五
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
五
〇
〇
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
岡
山
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
□
た
□ 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

岡
山
市
全
域 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
作
成
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
八
年
十
月
七
日
か
ら
令
和

九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
五
〇
一
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
倉
敷
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
□
た
□ 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

倉
敷
市
船
倉
町
地
内

及
び
同
市
中
央
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
四
級
基
準
点
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
八
年
十
月
八
日
か
ら
令
和

九
年
三
月
十
五
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
五
〇
二
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
備
前
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

赤
磐
市
千
躰
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
基
準
点
測
量
及
び
現
地

測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
八
年
十
月
十
三
日
か
ら
令

和
九
年
二
月
十
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
五
〇
三
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
備
前
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

岡
山
市
東
区
下
阿
知

地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
三
級
基
準
点
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
八
年
九
月
二
十
四
日 

終

了

年

月

日 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
五
〇
四
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
備
中
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

浅
口
市
金
光
町
大
谷

地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
路
線
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
八
年
九
月
三
十
日 

終

了

年

月

日 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
五
〇
五
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

久
米
郡
美
咲
町
西
川

上
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
基
準
点
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
八
年
九
月
三
十
日 

終

了

年

月

日 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号



□
五
〇
六
□
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

都
窪
郡
早
島
町
早
島
字
大
池
三
四
一
六
番
一
□
三
四
一
七
番
一
□
三
四
一
八
番
一 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
□
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
宮
原
四
丁
目
一
番
一
四
号 

 
 

フ
レ
□
ク
ス
オ
□
ト
株
式
会
社 

 

代
表
取
締
役 

藤
崎 
孝
行 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
八
年
九
月
八
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
四
二
号 

令和８年１０月２３日　岡山県公報　第１２８４７号


